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Knirk & Gustafsonモデル 3段階の計画ワークシート
Frederick KnirkとKent Gustafsonのモデル（『Instructional Technology: A Systematic Approach to Education』、1986年）の3段階、つまり問題の明確化、設計、開発に沿って、1つのコースを計画するためのワークシートです。著者自身のワークシートではなく、著者のモデル図にある段階をCourseboxが独自にまとめたもので、点数は付けません。記入例として、南オーストラリアのワイナリーで新しく入った臨時のセラースタッフ向けの架空のコースを記入しています。数値は説明用です。
Coursebox ブログより：coursebox.ai/blog/knirk-and-gustafson-model-for-instructional-design
このワークシートの使い方
学習目標を書いたりコース作成ツールを開いたりする前に、第1段階から始めます。現場で起きている問題を、その根拠と一緒に書きます。
見つかった原因はすべて、コースで解決できるものとできないものに分けます。コースで解決できない原因には担当者を決め、コースの内容には入れません。
第2段階では、学習目標をABCD形式で1つずつ書き、そのうえで学習方法、メディア、そして書いたとおりの学習目標を確認できる評価を選びます。
第3段階では、まず既存の教材を探し、公開前の小規模な試行を計画して、改訂をいつ終えるかを決めます。
各段階の中の順番は目安です。試行で学習目標の誤りがわかったら第2段階に、コースでは解決できない原因が見つかったら第1段階に戻ります。
記入済みのセクションはワイナリーの例で、後半のセクションはご自身のコース用の記入欄です。試行そのものの記録には、別紙の試行・改訂記録シートを使ってください。
第1段階　問題の明確化：記入例
架空の例：南オーストラリアにある家族経営のワイナリー。年間約1,500トンのブドウを破砕し、仕込み期（2月から5月）ごとに臨時のセラースタッフを8人雇っています。対象の作業は、このワイナリーの5ステップのホース衛生カードに従って、移送用のホースとポンプを洗浄・保管することです。手順は、すすぐ、消毒する、水を切る、両端にキャップをする、床から離してラックに掛ける、の5つです。
	質問
	ワイナリーのコース（記入例）

	現場で何がうまくいっていないか
	夜勤で洗浄したホースとポンプが定期的な拭き取り検査で不合格になり、白ワイン用果汁のタンク1基に追加処理が必要になった。

	なぜそう言えるか（数値、事故、監査）
	前回の仕込み期の最初の3週間で、ホースとポンプの拭き取り検査40件中9件が不合格。すべて夜勤の器具だった。

	原因を探るために何を観察し、誰に何を聞いたか
	ベテランのセラースタッフが夜勤の洗浄作業を3回観察し、臨時スタッフに話を聞いた。

	受講者は誰で、すでに何ができるか（前提行動）
	新しく入った臨時のセラースタッフ。ほとんどがワイナリーの衛生作業の経験がない。絵入りのカードを見れば作業できる。平易な英語と写真が必要な人もいる。過去の仕込み期の経験やフォークリフトの免許があっても、この作業ができる証拠にはならない。

	そのスキルが必要になるまでにどれだけ時間があるか
	勤務開始は仕込み期の前日で、初回のシフトまでに使える研修時間は約1時間。

	大まかな目標
	新しいセラースタッフ全員が、初回のシフトから毎回、カードどおりにホースとポンプを洗浄・保管できること。

	プロジェクトの責任者は誰で、合格の判定は誰がするか
	手順とシフト表はセラー責任者、実演と合格判定はベテランのセラースタッフ、ワインの品質は醸造責任者が担当する。


研修で解決できるか？原因を分ける（記入例）
著者のモデル図には、研修が解決策になるかを判断するボックスがあります。何かを設計する前に、原因を1つずつ分けてください。
	見つかった原因
	コースで解決できるか
	対応の担当者

	新人はホースの水を切ったが両端にキャップをしておらず、キャップが大切な理由も知らなかった
	はい
	コース、その後ベテランのセラースタッフによる合格判定

	シフトが忙しいとカードを見ずに作業していた。ほとんどの人はカードを見せてもらったことがなかった
	一部：カードを見せ、時間に追われる状況で使う練習をする
	コース、あわせてホースラックにカードを掛ける

	夜勤中に消毒液ステーションが空になった。補充は日勤のシフトにしか組まれていなかった
	いいえ
	セラー責任者（シフト表）

	作業場の配置換えでホースラックが移動し、ホースが床に巻いて置かれていた
	いいえ
	セラー責任者（ラック）


すべての原因が「いいえ」の行に入るなら、コースは必要ありません。原因を解消してから、もう一度拭き取り検査で確認してください。
第2段階　設計：記入例
1986年の書籍では、学習目標を書くABCD法を解説しています。4つの要素から学習目標を組み立て、1つの文として読み返します。
	ABCDの要素
	問うこと
	ワイナリーのコース（記入例）

	A. 対象者（Audience）
	誰が行うか
	新しいセラースタッフ

	B. 行動（Behaviour）
	他の人が観察できる形で、何を行うか
	ホースをすすぎ、消毒し、水を切り、両端にキャップをして、床から離してラックに掛ける

	C. 条件（Condition）
	何を使い、どんな状況で行うか
	ワインの移送が終わった時点で、使用済みの移送用ホースとポンプ、そしてホース衛生カードが与えられた状態で

	D. 基準（Degree）
	どの程度、どの水準で行うか
	カードの順番どおりに、指示なしで行い、次の拭き取り検査に合格する

	学習目標（全文）
	4つの要素を1つの文にしたもの
	ワインの移送が終わった時点で、使用済みの移送用ホースとポンプ、そしてホース衛生カードが与えられた状態で、新しいセラースタッフは、カードの順番どおりに指示なしで、ホースをすすぎ、消毒し、水を切り、両端にキャップをして、床から離してラックに掛け、次の拭き取り検査に合格する。


学習方法、メディア、評価は、学習目標から決めます。
	決めること
	ワイナリーのコース（記入例）

	学習方法
	初回のシフト前に、スマートフォンで見られる短いモジュール（前回の仕込み期に拭き取り検査で不合格が出た話を題材に、写真つきでカードを1ステップずつ説明）。その後、ベテランのセラースタッフによる実演、作業できることが確認できるまで監督つきの洗浄作業を行い、実際の作業で合格判定を受ける。

	メディア
	作業の手引きとしてホースラックに掛けた写真つきカード、ワイナリーで撮影した正しい洗浄作業の短い動画、オンラインのモジュール。

	評価
	5つのステップに照らした観察による合格判定と拭き取り検査の結果。あわせて、キャップをすることとラックに掛けることが大切な理由をモジュール内で簡単に確認する。ステップの番号を思い出させるクイズを主な評価にはしない。

	対象外
	ワインの醸造、薬品の取り扱い、閉所作業、タンク内への立ち入り。5ステップのカードは説明用に作った要約です。実際の作業では、承認済みの完全な洗浄・薬品の手順と作業許可に従います。


第3段階　開発：記入例
	質問
	ワイナリーのコース（記入例）

	そのまま使える、または手直しして使える既存のものは何か
	ホース衛生カードと責任者が撮った写真。新しく作るのはモジュールと動画だけ。

	公開前に誰が、いつコースを試すか
	仕込み期の前の週に、経験のある臨時スタッフ2人と、早めに来てもらった新人2人。

	試行で何をしてもらうか
	モジュールを受けたあと、1人につきホースとポンプを1回ずつ、監督つきで洗浄する。

	何を記録するか
	各自が迷ったところやステップを抜かしたところ、その人が洗浄した器具の拭き取り検査の結果。

	誰が結果を分析し、変更を決めるか
	ベテランのセラースタッフとセラー責任者。

	いつ改訂を終えるか
	試行者が学習目標を達成したとき。つまり、5つのステップすべてを順番どおりに指示なしで行い、拭き取り検査に合格したとき。

	公開後に何を確認し続けるか
	仕込み期の第1週から第3週の拭き取り検査の結果。前回の仕込み期の40件中9件の不合格と比べる。


試行でわかったこと（説明用）：カードの写真にキャップが1つしか写っていなかったため、新人2人とも片端にしかキャップをしなかった。対応：新しい写真に差し替え、カードとモジュールに「両端」と追記したうえで、再確認する。
第1段階　問題の明確化：あなたのコース
コース名：                                                                       日付：
	質問
	あなたのコース

	現場で何がうまくいっていないか
	

	なぜそう言えるか（数値、事故、監査）
	

	原因を探るために何を観察し、誰に何を聞いたか
	

	受講者は誰で、すでに何ができるか
	

	そのスキルが必要になるまでにどれだけ時間があるか
	

	大まかな目標
	

	プロジェクトの責任者は誰で、合格の判定は誰がするか
	


研修で解決できるか？原因を分ける
	見つかった原因
	コースで解決できるか（はい、一部、いいえ）
	対応の担当者

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


「いいえ」の原因は、コースの内容、クイズ、ヒントのどれにも入れないでください。企画書には、コースでは扱わない事項として書いておきます。
第2段階　設計：あなたのコース
	ABCDの要素
	問うこと
	あなたの学習目標

	A. 対象者（Audience）
	誰が行うか
	

	B. 行動（Behaviour）
	他の人が観察できる形で、何を行うか
	

	C. 条件（Condition）
	何を使い、どんな状況で行うか
	

	D. 基準（Degree）
	どの程度、どの水準で行うか
	

	学習目標（全文）
	4つの要素を1つの文にしたもの
	


学習方法、メディア、評価は、学習目標から決めます。
	決めること
	あなたのコース

	学習方法
	

	メディア
	

	評価（書いたとおりの学習目標を確認できるか）
	

	対象外
	


第3段階　開発：あなたのコース
	質問
	あなたのコース

	そのまま使える、または手直しして使える既存のものは何か
	

	公開前に誰が、いつコースを試すか
	

	試行で何をしてもらうか
	

	何を記録するか
	

	誰が結果を分析し、変更を決めるか
	

	いつ改訂を終えるか
	

	公開後に何を確認し続けるか
	


出典：Knirk, F. G., and Gustafson, K. L. (1986) Instructional Technology: A Systematic Approach to Education, Holt, Rinehart and Winston の3段階をもとに作成。質問、原因の分け方、記入例はCourseboxが独自にまとめたものです。このワークシートは点数を付けるものではなく、コースの効果や個人の能力を示すものでもありません。
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